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て、天然物の還元処理により得られるアルコール誘導体 1 の合成を行った（Scheme 1）。
類縁ペプチドのポリケチド部分の立体化学を参考にして、メチル基の立体配置が異なる 4
種類のジアステレオマー1a-d を設計し、各異性体を立体選択的に合成した。天然物由来
のアルコール 1 と合成品 1a-d との NMR スペクトルの比較により、ポリケチド部分の立
体配置が 5S,6S,7R,8S配置 (1a) であることを明らかにした。 
続いて、アルコール 1a の前駆体から誘導したポリケチド部分 2 に対し、保護イソロイ
シン酸 3、N-メチルアラニン誘導体 4、テトラペプチド 5 を順次縮合し、直鎖状ペプチド
を得た。最後に、直鎖状ペプチドの環化により odoamide の推定構造を合成した。得られ

























































Figure 1. Equilibrium between Natural Odoamide and Isomer 6. 
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